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　「挑戦」は、耳ざわりのよい言葉ではありません。失敗し、恥をかき、自分の限界と向き合う。そこ
には必ず、痛みが伴います。
　この三年間、子どもたちはその痛みから目をそらさず、立ち続けてきました。前に進めない日も、答
えが見えず立ち尽くした夜もあったことでしょう。それでも歩みを止めなかったのは、結果だけで価値
を測られず、急かされることも、否定されることもない場所があったからです。
　黙って待つ。手を出さない。迷いながらも、信じるという選択を続ける。それは、最も難しく、最も尊い関わり方です。
　弟子屈高校は、挑戦が生まれる環境を整えてきました。しかし、挑戦し続ける力を育てたのは、いつでも戻ることのできる
場所が、確かにそこにあったからにほかなりません。
　卒業とは、その選択が間違っていなかったと、今日の背中が静かに証明してくれる日です。
　これまで子どもたちを信じ、学校を支えてくださった卒業生保護者の皆さま、そしてPTAの皆さまに、心より感謝申し上
げます。

「待ち続けたという選択」
北海道弟子屈高等学校長　伊　東　文　人
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「卒業に寄せて」「卒業に寄せて」 北海道弟子屈高等学校  PTA会長　板　垣　　　牧

３学年保護者　金　川　奈美子

３年Ａ組　大　野　未　琴

　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。日々の
授業や行事を支えてくださった先生方、事務の方、地域の
皆様に感謝申し上げます。
　「弟子屈探究」では多くの方に協力いただき、貴重な経
験や学びを得ました。「弟子屈高校ニュース」はYouTube
で配信され、町内外の方々にわかりやすく伝えられ、学年
を超えて弟高生の楽しそうな姿に元気をもらっていました。
同じ景色を見てきた仲間と過ごした三年間は、一人一人が
主役で、人と人との繋がりを大切にしてきた皆さんの財産
です。新しい環境でも自然に馴染んでいけるでしょう。
　最後に、自分らしく、丁寧にたくさんの出会いを楽しん
でください。
　皆さんがやりたい事に挑戦出来ますよう心より応援して
おります。

　三年間たくさんのことがあったので、一番楽しかった思
い出を書こうと思ってもどれが一番なのかとても悩みま
す。それくらい濃い三年間でした。見学旅行は規模も大き
く、三泊四日と日程も他のイベントごとに比べると長いの
で、コレが一番の思い出になるかなと考えていたのですが、
一年以上前のことはあまり覚えていません。ですがしっか
り記憶に残っていることで考えるとそれこそ三年生の体育
祭くらいしかなく、とても困りました。そこで楽しくなかっ
たことも考えてみました。やはり進路です。放課後に残っ
て必要な紙を書いたり、家でも小論文の練習をしたりと今
まで自主的に勉強をしていなかった身からすると慣れない
ことばかりでほんとうに大変でした。進路が終わり、心置
きなく高校生活を楽しめるぞ！と思っても残りの期間は短
く、終わりを実感し、少し悲しかったです。
　良くも悪くもたくさんの思い出がある三年間でした。私
は忘れっぽいので細かい記憶はどんどんなくなると思いま
すが、たくさんの思い出があったということは忘れないで
いたいです。

「一期一会」「一期一会」〜出会ってくれてありがとう〜〜出会ってくれてありがとう〜

「思い出」「思い出」

　三年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
　また、保護者の皆さまにおかれましても、お子様のご卒業を心よりお祝い申し上げます。
　コロナ禍真っ只中だった中学三年間を経験した皆さんにとって、高校生活の三年間はマスクを外して自由
に行動することができた、充実した日々だったのではないでしょうか。
　卒業生の皆さんへ、生きて行く上で大事な役割を果たす「笑顔」について触れさせていただきます。
　「笑顔の力」
　・笑顔は元手がかからず、利益は莫大です。
　・笑顔は与えても減らず、与えられたものは豊かになります。
　・笑顔は一瞬だけ見せても、その記憶が永遠に続きます。
　・どんなに裕福でも笑顔なしでは暮らせず、どんなに貧しくても笑顔によって豊かになります。
　・笑顔は買うことも、強要することも、盗むこともできません。　
　これから困難な場面が訪れることもあるでしょう。そんな時こそ弟子屈高校での経験と笑顔を武器に、問題を解決していただけ
たら嬉しいです。
　最後になりましたが、校長先生をはじめ、諸先生方には生徒たちに常に寄り添っていただき、感謝しております。
　今後も、生徒、教師、保護者、地域がひとつになって、弟子屈高校を盛り上げて行けるよう、ご協力よろしくお願い致します。

第62回卒業式に向けて
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２学年主任　長谷川　雄　一

３学年主任　浪　岡　真　菜

１学年主任　岩　本　真　実
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　一学年の「自走」を経て、二学年は地域や仲間と手を取
り合う「伴走」を掲げ走り抜けてきました。入学当初は緊
張していた生徒たちも、今や学校全体を活気づけるムード
メーカーとして頼もしく成長しました。一年次の学校行事
や職業図鑑製作で培った主体性を土台に、今年は職場実習
や自己探究活動を通じ、地域の方々の想いに寄り添い共に
歩む「伴走」を体現しました。発表会での感謝の伝達や町
外への魅力発信、そして部活動での個人優勝や新設部の躍
進など、中堅学年として常に活動の中心を担いました。
　これからは後輩を導く「伴走者」としての役割を果たし
つつ、自身の進路実現というゴールに向け、力強く動き出
してください。三年間の集大成として、悔いのない有終の
美を飾る「完走」を期待しています。

　保護者の皆様、お子様のご卒業、誠におめでとうございま
す。 今日という晴れの日を迎えられましたのは、ご家庭で
十八年間、皆様が惜しみない愛情を注いでこられたからに他
なりません。高校生活の約半分という月日を共に歩ませてい
ただき、本校の教育活動へ多大なるご理解とご協力を賜りま
したこと、担任一同、厚く御礼申し上げます。
　教員としてこの弟子屈高校へ着任してからの二年間、生徒一人ひとりの表情から滲み出る情熱、互いを思いやる優しさ、
そして進路への固い決意、その言葉や行動のすべてが、私自身を成長させてくれました。初任二年目という未熟さゆえ、
至らぬ点も多々あり、ご心配やご迷惑をおかけしたこともあったかと存じます。しかし、そんな時にも生徒たちをはじめ、
保護者の皆様の温かな支えがあったからこそ、今日まで走り抜くことができました。
　宇宙用語に「スイングバイ」という言葉があります。天体の引力を利用して、探査機が加速し、進むべき軌道を変える
技術のことです。私はこの一年、学校での学びや思い出がいくつもの天体となり、未知の世界へ突き進む生徒たちの道標
となるよう願い、接してまいりました。しかし、実際は私の願いを遥かに超え、生徒たちはただ暗闇を突き進む存在では
なく、彼ら自身がすでに自ら光を放つ大きな天体となり、お互いに良い影響を与え合っていたのです。その逞しく、愛に
溢れた姿を間近で見守られたのは、私の大きな誇りです。
　最後になりますが、三年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。そして、ありがとう。この先に広がる未来は、宇
宙のように広大で、ときに暗く、寒く、孤独かもしれません。この十六名で歩んだ軌跡を信じて、突き進んでください。

　卒業生の皆さん、保護者の皆様、ご卒業おめでとうござ
います。授業にひたむきに取り組む姿、地域の方まで楽し
ませようと行事に尽力する姿、優しく面倒見の良い姿。皆
さんのその姿は刺激や目指す目標となり、後輩や教職員の
財産となりました。弟高を選んでくれて本当にありがとう
ございます。 
　四月からその姿を見つめてきた一年生も同じ十六名です。
少人数のため一人一人の役割が重く、行事等では負担を感
じることもあったでしょうが、マイナスな気持ちに立ち向
かい、責任感や達成感を味わい大きく成長しました。この
ような成長の礎となる部分に保護者や地域の皆様のお力添
えを実感し、深くお礼申し上げます。
　来年度も充実した教育活動ができるよう努めてまいりま
すので、引き続きご理解とご協力、温かいご支援をいただ
けると幸いです。

「伴走」「伴走」

「卒業に寄せて」「卒業に寄せて」

「その姿を見つめて」「その姿を見つめて」

北海道弟子屈高等学校　令和７年度 ３学年進路決定（内定）状況北海道弟子屈高等学校　令和７年度 ３学年進路決定（内定）状況 令和８年１月15日現在
国 公 立 大 学 短　期　大　学 就職・公務員

学　校　名 学　　科 人数 学　校　名 学　　科 人数 企　業　名 人数
室蘭工業大学 理工学部  システム理化学科 1 北翔大学短期大学部 こども学科 1 株式会社サッポロドラッグストアー 1
名寄市立大学 保健福祉学部  社会保育学科 1 北海道武蔵女子短期大学 教養学科 1 JA北海道厚生連  特別養護老人ホーム摩周 1
釧路公立大学 経済学部 1 専　門　学　校 航空自衛隊自衛官候補生 1

私　立　大　学 学　校　名 学　　科 人数
学　校　名 学　　科 人数 青山建築デザイン・医療事務専門学校 建築学科 1

藤女子大学 文学部  英語文化学科 1 北海道情報専門学校 情報システム学科 1
北翔大学 教育文化学部  教育学科 1 くしろせんもん学校 こども環境学科 1

専門学校北海道サイバークリエイターズ大学校 CGデザイナー学科　 1
北海道グローバル外語専門学校 韓国語コミュニケーション学科 1
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■バドミントン部
◦第52回釧根地区高等学校春季バドミントン選手権大会兼
　第79回国民スポーツ大会バドミントン競技釧根地区予選会

　（中標津町　4/18～20）
【男子団体戦】弟子屈　対　別　海　１－３　１回戦敗退
【男子ダブルス】
　田本・中澤　対　佐藤・町中（中標津）０－２　２回戦敗退　
　坂井・深井　対　西垣・樽　（別　海）１－２　１回戦敗退

【女子ダブルス】
　井上・弟子　対　青木・遠藤（中標津）０－２  １回戦敗退

【男子シングルス】
（１部）深井　対　藤田（武修館）１－２  １回戦敗退
　　　　田本　対　北村（中標津）１－２  １回戦敗退

（２部）坂井　対　中澤　２－１　坂井　優　勝　中澤　準優勝
　　　　廣木　対　平山（釧路高専）０－２　１回戦敗退

【女子シングルス】
（１部）井上　対　井上（中標津）０－２　１回戦敗退
（２部）弟子　対　森 　（武修館）１－２　３回戦敗退

（ベスト４）
●第77回北海道高等学校バドミントン選手権大会釧根支部予選会

（釧路市　5/27～29）
【男子団体戦】弟子屈　対　中標津農業　１－３　１回戦敗退
【女子団体戦】弟子屈　対　釧路江南　　０－３　１回戦敗退
【男子ダブルス】
　田本・中澤　対　上野・伊藤（根　室）０－２　２回戦敗退
　坂井・深井　対　西垣・樽　 （中標津）０－２　１回戦敗退

【女子ダブルス】
　河上・弟子　対　高本・小林（標　茶）０－２　１回戦敗退
　井上・德永　対　武藤・宮本（別　海）０－２　１回戦敗退

【男子シングルス】
　深井　対　出口（釧路北陽）０－２　１回戦敗退
　中澤　対　日向（厚岸翔洋）０－２　１回戦敗退
　坂井　対　渡部（武修館） 　０－２　２回戦敗退
　廣木　対　佐藤（釧路江南）０－２　１回戦敗退

【女子シングルス】
　井上　対　宮本（別　海）　０－２　１回戦敗退
　弟子　対　井上（中標津）　０－２　１回戦敗退
　德永　対　佐藤（武修館）　０－２　２回戦敗退
●第58回北海道高等学校新人バドミントン大会釧根地区予選会

（中標津町　12/12～14）
【男子団体戦】弟子屈　対　根室　０－３　１回戦敗退
【女子団体戦】弟子屈　対　根室　０－３　１回戦敗退
【男子ダブルス】（１部）
　田本・坂井　対　貝塚・五十嵐（根　室）０－２  ２回戦敗退

【女子ダブルス】（１部）
　井上・德永　対　上田・桜井（中標津）０－２　１回戦敗退
　弟子・河上　対　村上・本田（中標津）０－２　１回戦敗退

【男子シングルス】
（１部）田本　対　高沙（武修館）　　０－２　２回戦敗退
　　 　坂井　対　植木（釧路北陽）　０－２　１回戦敗退

（２部）廣木　対　宮下（厚岸翔洋）　０－２　１回戦敗退
　　 　鈴木　対　麻地（中標津農業）０－２　１回戦敗退

【女子シングルス】
（１部）井上　対　渡邊（釧路湖陵）　０－２　２回戦敗退
　　 　弟子　対　上田（中標津）　　０－２　１回戦敗退
　　 　德永　対　宮崎（釧路北陽）　０－２　２回戦敗退

（２部）※２回戦までの試合で打ち切られています。
　樋口　対　樋浦（釧路北陽）　０－２　２回戦敗退
　河上　対　佐藤（標　津）　　２－１　２回戦勝利（ベスト８）

■ソフトテニス部
◦令和７年度釧根支部高等学校春季ソフトテニス大会（釧路市　5/10）

【男子ダブルス】　
　宮崎・阪口　対　村田・太田（釧路江南）４－１　１回戦勝利
　雨天中止

◦第７8回北海道高等学校ソフトテニス選手権大会釧根支部予選会
（釧路市　5/20～22）

【男子ダブルス】
　宮崎・阪口　対　小山・佐藤（釧路北陽）１－４　１回戦敗退
　小林・大越　対　皆添・高橋（釧路北陽）２－４　１回戦敗退

【男子団体戦】　弟子屈　対　釧路明輝　０－２　敗北
　　　　　　　　　　　対　中標津　　０－３　敗北

予選リーグ敗退
◦第80回国民スポーツ大会ソフトテニス競技北海道代表選考会
　釧路支部競技予選大会　（釧路市　6/28）

【男子ダブルス】
　宮崎・髙嶋（釧路江南）　対　山口・藤田（釧路湖陵）４－０

　１回戦勝利
　宮崎・髙嶋（釧路江南）　対　和泉・清水（釧路北陽）１－４

　２回戦敗退　ベスト16

■水泳
◦令和７年度北海道高等学校選手権水泳競技大会釧根支部予選会

（釧路町　6/1）
【男子  50m自由型】德永　大輔　第３位　27.95　全道大会出場
【男子100m自由型】德永　大輔　第３位　1:00.95　全道大会出場
◦�第78回北海道高等学校選手権水泳競技（競泳）兼第93回日本

高等学校選手権水泳競技（競泳）大会北海道予選会
（江別市　７/11～13）

【男子  50m自由型】德永　大輔　予選敗退
【男子100m自由型】德永　大輔　予選敗退

■柔道
◦令和７年度北海道高等学校柔道大会釧根支部予選会

（釧路市　５/22～5/23）
【男子60㎏以下級】丸田　蓮翔　第２位　全道大会出場
◦第48回全国高等学校柔道選手権北海道地区大会釧根支部予選大会

（釧路市　11/15）
【男子60㎏以下級】
　丸田　蓮翔　対　菅原（釧路明輝）　勝利　優勝（全道大会出場）
◦第48回全国高等学校柔道選手権大会北海道大会

 （札幌市　12/17～12/18）
【男子60㎏以下級】
　丸田　蓮翔　１回戦　対　柴田（琴似工業）勝利
　　　　　　　２回戦　対　柴山（旭川志峰）敗退

■バレーボール部
◦令和７年度北海道高等学校バレーボール新人大会釧路地区予選会
　弟子屈　対　釧路湖陵　０－２　１回戦敗退

■クッキング部
◦調理実習室での調理

■吹奏楽部
◦入学式での演奏（4/8）
◦川上シンフォニア・ウインドアンサンブル定期演奏会での演奏（5/25）
◦学校祭での演奏（7/12～7/13）
◦�第62回釧路地区吹奏楽コンクール・ 第70回北海道吹奏楽コン

クール釧路地区予選大会コンクール（7/26）出場
　高等学校Ｃ編成の部　銀賞
◦サマージャックでの演奏（8/3）
◦�令和７年度北海道高等学校文化連盟第70回釧根支部高等学校合

同音楽発表大会（8/21～8/22）出場　優秀賞
◦ＪＡ摩周湖フェスでの演奏（9/13）
◦道警ふれあいコンサートでの演奏（9/8）
◦令和７年度第76回弟子屈町総合文化祭（10/26）での演奏
◦吹奏楽フェスタ2025（11/1）出場

■パソコン部
◦資格取得に向けた活動など

部活動大会成績・活動報告


